わき まんなか 

と 謡って いる。 木 納屋の 傍 は 菜 畑で、 真中に 朱 を 輝 

かした 柿の 樹が のどかに 立つ。 枝に 渡して、 ほした 大 

つも す 力 

根の かけ 紐に 青貝 ほどの 小 朝顔が 鎚 つて 咲いて、 つる 

たきび かすか 

の 下に 朝 霜の 焚火の 残ったよ うな 鶏頭が 幽 に 燃えて 

いる。 その 陽 だま リは、 山霊に 心あって、 一封の もみ 

たより たまず さ 

じの 音信 を 投げた、 玉章の ように 見えた。 

里 はもみ じに まだ 早い。 

とおめがね のぞ さま おうぎな り ひら なが 

露地が、 遠目 鏡 を視く 状に 扇形 に展 けて 視 めら れる _ 

かきみだ 

湖と、 船大工と、 幻の 天女と、 描け る 玉章 を搔 乱す よ 

あゆみ おし 

うで、 近く 歩 を 入る るに は惜 いほ どだった から …… 

私 は —— 



き ざ き せ き や 

(これ は 城 崎関弥 と言う、 筆者の 友 だち が 話した ので 

ある。) 

—— 道 を かえて、 たとえば、 宿の 座敷から 湖の 向う 

にほんの りと、 薄い 霧に 包まれた、 白砂の 小 松 山の 方 

に 向った ので ある。 

小店の 障子に 貼 紙して、 

(今日よ リ 昆布 まき あり 候。 ) 

…… のんびり とした もの だ。 口上が 嬉しかった が、 

そそろ あるき 

これから 漫歩と いうのに、 こぶ 巻 は 困る。 張 出しの 

ざる たもと 

駄菓子に 並んで、 笊に 柿が 並べて ある。 これなら 抉 

にも 入ろう。 「あり 候」 に 挨拶の 心得で、 



あ る 

のうち、 ：：： その 時 は 町の 方 を 歩行いて、 通りの 

にしめ や てぬぐい くぴ すげがさ かぶ 

煮 染屋の 戸口に、 手拭 を 頸に 菅笠 を 被った …… この あ 

てんびん おろ ゆ 

たり 浜から 出る 女の 魚 売が、 天秤 を 下した 処に 行き か 

かって、 鮮 しい 雑魚に 添えて、 つまと いった 形で、 お 

なじ この 蕈を 笊に 装った の を 見た 事が あつたので ある。 

銀杏の 葉ば かりの 鲽が、 黒い 尾で ぴちぴちと 跳ねる。 

くるまえび あめ いろ かさな もえ ギ J 

車蝦の 小 蝦 は、 飴色に 重って 萌 葱の 脚 を びんと 跳ね 

ほうぼう ひれ にじ い いだ こ ちぎ 

る。 魴鯡の 鰭 は 虹 を 刻み、 飯 艄の紫 は 五つば かり、 断 

れた 雲の ように ふらふら する …… こち、 めば る、 青、 

かばいろ こうお てリは 

鼠、 樺色の その 小魚の 色に 照映え て、 黄なる 蕈は 美し 

かった。 



ひょうきん 

口の 軽い 剽軽 もので、 

「買うて やら さい。 旦那さん、 酒の 肴 に …… はは はは、 

そり やおい しい、 猪の 味 や ご と 大口 を 開けて 笑った。 

—— 紳士 淑女の 方々 に 高い 声で は 申 兼ねる が、 猪 はこ 

の あたりの 方言で、 …… お 察しに 任せたい。 

唄で 覚えた。 

薬師 山から 湯 宿 を 見れば、 ししが 髪 結て 身 を 

やつす。 

ほ.. R 

いや …… と 言った ばかりで、 外に 見当 は 付かない。 

…… 私 は その 時 は 前夜 着いた 電車の 停車場の 方へ 遁足 

に 急いだ つけが —— 笑う もの は 笑え。 —— そよ ぐ 風よ 



うしろ あしおと しずか 

と 背後から、 跫 音を立てず 静に 来て、 早 や 一 方 は 窪 

かたみち すれちが 

地の 蘆の、 片路の 山の 根を摺 違い、 慎まし やかに 前へ 

きれ かかと 

通る、 すり 切 草履に 踵 の 霜。 

「ああ、 姉さん ご 

私 はう つ かりと 声を掛けた。 

力な 

「 —— 旦那さん、 その 虫 は 構うた 事に は 叶いません わ。 

うる そ 

頃うて な I 

もの 言 もや や 打 解けて、 おくれ 毛 を 撫でながら、 



「ほっといて お通りなさい ますと、 ひとりでに 離れ ま 

すご 

「随分 居る ね、 …… これ は 何と言う 虫なん だね ご 

「東京に は 居りません の ご 

「いや、 雨上りの 日当り に は、 鉢 前な どに 出 はする が 

ね。 こんなに 居 やしないよ うだ。 よくも 気をつけ はし 

ない けれど、 …… (しょうじょう) よりも つ と 小さく つ 

けむ ひと かたま リ 

て 煙の よう だね。 …… また ここに も 一 団 になって い 

る。 何と言う 虫だろう。」 

こめつき むし 

「太郎 虫と 言います か、 米搗虫 と言うんで すか、 どつ 

ちかで ございましよう。 小さな 児が、 この 虫 を 見ます 



とな、 旦那さん …… 」 

と、 言が 途絶えた。 

「小さな 児が、 この 虫 を 見る と 9 」 

「あの …… 」 

「どうす るんで す。 」 

はや 

「唄 をう とうて 着し ますの。」 

「何と 言つ て その 唄 は？」 

きま リ 

「極が 悪う ございま すわ。 …… (太郎 は 米搗き、 次郎 

うすくれ あい たんと 

は 夕な、 夕な。) …… 薄暮 合に は、 よけい 沢山 飛びます 

の。」 

…… 思 出した。 故郷の 町 は 寂しく、 時雨の 晴 間に、 



天女に 対して、 三 銭 也 を 口にする。 …… さもしい よう 

だが、 対 手が 私 だから 仕方がない。 「ええ、」 と言うの 

に 押 被せて、 「馬鹿々々 しく 安いで はない かご と 義憤 

を 起す と、 せめて 言いね の 半分に は 買っても らいた 

かった の だけれ ど、 「旦那さん が 見て であった しな。 

きま：；' 

…… 」 と 何 か、 私に 対して、 値の 押 問答 をす るの が 極 

が 悪く もあった らしい 口 振で。 …… 「失礼 だが、 世帯 

の 足になります かご ときく と、 そのつ もりで はあった 

けれど、 まるで 足りない。 煩って いなさる 母さんの 本 

いな リ さま さいせん 

復を 祈って 願掛けす る、 「お 稲荷 様のお 賽銭に ご と、 

しまめ 

少し あれた が、 しなやかな 白い 指 を、 縞 目の 崩れた 昼 



ぱち ぶく ろ 

夜 帯へ 挟んだ のに、 さみしい 財布が うこん 色に、 撥 袋 

とも 見えず 挟って、 腰帯ば かりが 紅であった。 「姉 さ 

んの 言い値 ほど は、 お 手間 を 上げます。 あの 松原 は 松 

露が あると、 宿で 聞いて、 …… 客 はたて 込む、 女中 は 

お ぼっか 

忙しい し、 …… 一人で 出て 来たが 覚束ない。 ついでに、 

いまの (霜 こし) の ありそうな 処へ 案内して、 一 つで 

も 二つで も 取らして 下さい、 …… 私 は 茸 狩が 大好き。 

」 と 言って、 言う うちに 我ながら 思 入って、 感激 

した。 

はかない 恋の 思 出が ある。 



きのこ 

峰々 に 散って 蕈を 求めた。 かよわい その 人の、 一人、 

はる 力 

毛氈に 端坐して、 城の 見 ゆる 町を遥 に、 開いた 丘に、 

まきえ 

少し のぼせて、 羽織 を 脱いで、 蒔絵の 重に 片袖を 掛け 

て、 ほっと 憩ら つたの を 見て、 少年 は 谷に 下りた。 が、 

かく うしろ ひと もと 

何を秘 そう。 その 人の いま 居る 背後に、 一本の 松 は、 

我がな き 母の 塚であった。 

向った 丘に、 もみじの 中に、 昼の 月、 虚空に 澄んで、 

がってん みどう きのこ 

月 天の 御堂が あった。 —— 幼い 私 は、 人 界の茸 を 忘 

ひとえ 

れて、 草が くれに、 偏に 世に も 美しい 人の 姿 を 仰いで 

いた。 

あつま す いづつ 

弁当に 集った。 吸 筒の 酒 も 開かれた。 「関ち やん I 



I 関ち やん —— 」 私の 名 を、 —— 誰も 呼ぶ ものの ない 

のに、 その 人が 優しく 呼んだ。 刺す よと 知りつつ も、 

引つ かんで 声 を 堪えた、 茨の 枝に 胸のう ずくば かり 

なの をな お 忍んだ —— これ を ほかにして は、 もうき こ 

えまい …… 母の 呼ぶ と 思う、 なつかしい 声 を、 いま 一 

度、 もう 一度、 くリ かえして 聞きたかった からで あつ 

た。 「打棄 つてお け、 もう、 食いに 出て 来る ご 私 は 傍 

の 男た ちの、 しか 言う のさえ 聞え る 近 まに かくれた の 

である。 草 を嚙ん だ。 草に は 露、 目に は 涙、 鎚る 土に 

もしと しとと、 もみじ を 映す 糸の ような 紅 の 清水が 

流れた。 「関ち やん —— 関ち やん や —— 」 澄み 透った 



さまよ -八る さと 

町 さえ、 霧の 中 を、 夢の ように 徜徉 つた。 —— 故郷の 

大通りの 辻に、 老舗の 書店の 軒に、 土地の 新聞 を、 日 

はさ おもて 

ごとに 額面に 挿んで 掲げた。 表 三の 面 上段に、 絵 入 

りの 続き ものの あるの を、 ぼんやりと. V んで 見る と、 

さ き の 運び は 分らな いが、 ちょうど 思 合 つた 若い 男女 

が、 山に 茸 狩 をす る 場面で ある。 私 は 一 目 見て 顔が ほ 

お ま .ち ザ 

てり、 胸が 躍った。 —— 題 も 忘れた、 いま は 朧気で あ 

るから 何も 言うまい。 …… その 恋人 同士の、 人目の あ 

るた め、 左右の 谷へ、 わかれわかれに 狩 入った のが、 

いわ くせもの 

ものに 隔てられ、 巌に 遮られ、 樹に 包まれ、 兇漢に 襲 

われ、 獣に 脅かされ、 魔に 誘われな どして、 日 は 暗し、 



…… 次第に 路を 隔てつつ、 かくて 両方で いのちの 限り 

名 を 呼び 合う ので ある。 一句、 一句、 会話に、 声に I 

I が ある …… が ある …… ！ が 重る。 —— 私 は 夜 も 寝 

られ ない まで、 翌日の 日 を 待ち あぐみ、 日 ごとに その 

新聞の 前に 立って 読み耽った。 が、 三日、 五日、 六日、 

七日に なっても、 まだ その 二人 は 谷と 谷 を 隔てて い 

る。 — …… も、 —— も、 、も、 邪魔な ようで 焦った い。 

が、 しかし その 一 つ 一 つが、 峨々 たる 巌、 森と した 

こだち くとう 

樹立に 見えた。 、 さえ 深く 刻んだ 谷に 見えた。 …… 

ただいま 

赤新聞 と言うの は 唯今で もど こかに ある …… 土地の、 

その 新聞 は 紙が 青 か つ た。 それが 澄 渡 つ た 秋 深き 空 の 



「それ をば 渡って はなり ませぬ ぞ。 (と 強く 言って) 

つめ あと 

…… 渡らず と、 橋の 詰 をの、 ちと 後へ 戻る よう なれ ど、 

左へ 取って、 小高い 処を 上らつ しゃれ。 そこが 尋ねる 

実 盛 塚 じ やわい やい ご 

と 杖 を 直す。 

安宅の 関の 古蹟と ともに、 実 盛 塚 は 名所と 聞く。 … 

…が、 私 は 今 それ をたず ねる のではなかった。 道す が 

みちばた ふたと こ 

ら、 既に 路傍の 松 山 をニ処 ばかり 探した が、 浪路 がい 

じらしい ほど 気 を 揉む ばかりで、 茸 も 松露 も、 似た 形 

さえなかった ので、 獲 もの を 人に 問う もお かしい が、 

かつ つれ 

且は 所在な さに、 連 を さし 置いて、 いきなり 声を掛け 



たので あつたが。 

「いいえ、 実 盛 塚へ は —— 行こう かどうし ようかと 

思って いるので、 …… 実はお たずね 申し ましたの は ご 

「ほん、 ほん、 それで は、 これ じ やろうの ご 

と 片手の 畚を 動かす と、 ひた ひたと 音が して、 ひら 

かえ うお こん じき うろこ 

りと 腹を飜 した 魚の 金色の 鱗が 光った。 

「見事な 鯉です ね ご 

「いやいや、 これ は 鮒 じ やわい。 さて 鮒 じ やが の …… 

あ " 

姉さんと 連立 たっせえ た、 こなたの 様子で 見れば や ご 

と 鼻の 下 を 伸して、 にやり とした。 

思わず、 その 言に 連れて 振 返る と、 つれの 浪路 は、 



尾花で 姿 を 隠す ように、 私の 外套で 顔 を 横に 蔽 いなが 

さ ざ な み 

ら、 髪 をう つむけ になって いた。 湖の 小波が 誘うよう 

に、 雪な す 足の指の、 ぶるぶると 震える のが 見えて、 

なび 

肩 も 袖 も、 その 尾花に 靡く。 …… 手に つま さぐる の は、 

いばら つらな ルビ ィ さんご 

真紅の 茨の 実で、 その 連る 紅玉が、 手首に 珊瑚の 

珠 数に 見えた。 

「ほん、 ほん。 こなた は、 これ。 (や、 爺い …… その 鮒 

をば 俺に 譲れ。) と、 姉さんと 二人して、 潟に 放いて、 

ほうじょうえ 

放生会 を さっし やりた そうな 人相 じ やがいの、 ほん、 

ほん。 お ははご 

と 笑いながら、 ちょろちょろ 滝に、 畚を ぼちゃんと 



たぜご 

「あれ、 もったいない。 …… 旦那さん、 あなた …… 」 

「わ、 何 じ やい、 これ は ご 

たけ きのこ 

「霜 こし、 黄い 茸。 …… あは は、 こんなば ば蕈 を、 何 

ま つ < ろ 

「何が 松露 や。 ほれ、 こリ や、 破る と、 中が 真黒け で、 

うじ がリま 

うじゃうじゃと 蛆 のよう な 筋の ある (狐の 睾丸) じ や 



「素晴 しい ぞご 

いいだ こ から あたま 

むくり と 砂 を 吹く、 飯 蛸の 乾びた 天窓 ほどな のを搔 

くと、 砂 を 被って、 ふらふらと 足の ような ものが つい 

て 取れる。 頭 をた たいて、 

「飯 蛸より、 これ は、 海月 に似てい る、 山の 海月 だね ご 

「ほんに な あご 

おつか あ がリま 

じゃあ ま、 あば あ、 阿媽が、 いま、 (狐の 睾丸) ぞと 

ののし 

詈 つたの は それで ある。 

が、 待て —— 蕈狩、 松露 取 は 闌 の 興に 乃った。 

くぐ しら さぎ 

浪路 は、 あちこち 枝 を 潜った。 松 を 飛んだ、 白鷺の 

はぎ 

首 か、 脛 も 見え、 山鳥の 翼の 袖 も 舞った。 小鳥の よう 



や、 や、 いかに 阿媽た ち、 II この 趣 を 知って るか。 



「旦那、 眉毛 を 濡らさん かねえ ご 

「この 狐。」 

と 一 人が、 浪路の 帯 を 突き ざまに 行き 抜ける と、 

「浜で も 何人 抜かれた やら ご 一 人が つづいて 頤で 掬つ 

た。 

「また 出て、 魅しく さる ずらえ。」 

ま つ ぴるま 

「真昼 間 だけで も 遠慮せ いて や ご 

め がリま おかし 

「女の 狐の 癖に して、 睾丸 をつ かませた は 可 笑な や、 



岁- ま ま ま ま 」 

「そこが 化けた の や ご 

「おお、 可 恐 やの ご 

「や あ、 旦那、 松露な と、 黄 茸な と、 ほんもの を 売つ 

て やろ かね ご 

お あし 

「たかい 銭 で 買わつ せえ ご 

もつ いっとき 

行 過ぎた のが、 菜 畑 越に、 鏈れ るよう に、 一斉に 顔 

ろつ ぴ やしゃ 

を 重ねて 振 返った。 三面六臂の 夜叉に 似て、 中にはお 

ま つ < ろ 

はぐろ の 口 を 張った のが ある。 手足 を 振って、 真黒に 

わめ 

喚いて 行く。 

消 入りそう なを、 背 を 抱いて 引 留めない ばかりに、 



おんな くし 

ひしと 寄った。 我が 肩す るる 婦の 髪に、 櫛 もさ さな 

い 前髪に、 上手が さして 飾った ように、 松葉が 一葉、 

青々 としか も婀 娜に斜 にさ さって、 (前 こぞう) とか 言 

かん ざし たけ 

う 簪 の 風情 そのまま なの を、 不思議に 見た。 茸 を 狩 

るう ち、 松 山の 松が こぼれて、 奇蹟の ごとく、 おのず 

から 挿さ つたので ある。 

「ああ、 嬉しい 事が ある。 姉さん、 茸が 違っても 何で 

も 構わない。 今日中の いい ものが 手に入つ たよ —— 顔 

をお 見せ ご 

袖で かくす を、 

「いや、 前髪 をよ くお 見せ。 —— ちょっと 手 を 触って、 



よ。 —— 小 松 山の 神さん か、 竜神が、 姉さんへの たま 

ものなん だよ ご 

いなご みどり 

ザ J ザ J にも 飛 交う 螽 の 翠 に。 —— 

プラチナ 

「いや、 松葉が 光る、 白金に 相違ない ご 

なさけ 

「ええ。 旦那さん のお 情 は、 翡翠です、 白金です …… 

でも、 私 はだん だんに、 …… あれ、 口が 裂けて ご 

「ええ。」 

「目が 釣 上 つ て …… 」 

きのこ つ 

「馬鹿な 事 を。 —— 蕈で噓 を 吐いた のが 狐なら、 松 

葉で だました 私 は 狸 だ。 —— 狸 だ。 …… 」 

ま つ しろ 

と 言って、 真白な 手 を 取った。 



湖つ づき 蘆 中の 静な川 を、 ぬしの ない 小船が 流れた。 

大正 十三 二 九 二 四) 年 一月 
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